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細胞は赤血球を貧食 し,Kill(+),LeまlMl(+)管

あった.

前述の臨床所見は MH と極めて輝損じていたが,M銅

とは以下の点が異っていた.① 結節性病巣を形鼠 ② 漉

癌細胞とマクロファ-ジ問に移行像なし.③ 感癌細胞

は LenMiを除き,単球 ･マクロブァ-ジ系マ-力-

は陰性中④ 特異なTjソバ節巌織傑などである.一方,

組織像はホジキソ病にも類似していたが,ホジキン病と

は臨床像が全 く鼎っていた.

1く卜1才榊;汁_tトllH,A-Ⅰ~)Ⅰミ.lL-1)rLICt叩t(汀 とともにII

ソバ球の活性化に関連する抗原であるが予審症例の如く,

多彩な臨床像を巌 した K 巨 旦 リ ン パ腺では予題額細胞

されている可能性がある .

射 若年性関節 リウマチの治療 について

-予後との関連で-

林 三樹素 洩 山 茂 漕 努黒鯛 巣揃 う

若年性関節 リウマチ (JRA)のうち,思春期に発症す

る多関節型や思春期に全身塾から多関節型に移行する例

の関節歯髄予後は比較的不良である.思春期発症の多関

節型の女児2例に Methotrexate(MTX)の少慶閤げ

っ投与およびブシラミソを使用 し亨以下の結果を得た.

L MTX およびプシラミソ投与率は関節障害の進行

は少なかった.2.効果発現は MTX がブシラミソに患た

し早かつた.3.MTX や DMARsは gRA多関節型

の予後を改善 しうると考えた,
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Ⅰ. 一 般 演 題

i)ル-ブス腎衆におけるミゾuピソ (プレデ f

ニン里 LJll使用経験

尚
穀
良
夫
俊
昭

啓
上
止

■■■･.-ノ
谷
Ⅲ
沢
滞
池
川

長
黒
柄
小
菊
荒

●
●
●
●
●
●

聡
武
子
r
博
明

穂
敬
光
正

藤
辺
藤
伯
野
野

伊
波
斎
佐
上
申 (新潟大学第二内科)

佐藤健比置 (県立中東病院内科)

【症例l】コ1才,女-性.某院で Sl.ーt･:と診断され -/

L卜■ニt/⊂7ン げSL160mL,i_~1を使用 し.LIJILしたが.

貴慮尿が増加 し予当科に入院-2.8g/日の蛋白尿を認軌

腎盤襖では,WHO分韓の 壬Vc型.pSL胡 m留を使

用し上が.Cr1.6mL,dl.CcI･-12111llll圭腎機能吉状

下. ミゾljピソ (MZR)を 150mg/日で健周 し,Crl.0

m鍔/批 Ccr73mUm と改善,蛋白尿も陰性化 した,

腎静脈血栓症を合併 し ネプロ-ゼ状願で入院.腎 生 検

では,WHO頬の Vc型.ネフ打-ゼをこよる凝固能の

先進が血栓の原因と考え,パルス療法後,PSL50m好,/

日を使用 したが,ネフ打-ゼは持続.MZR 且50mg/E!

を使用 したところ,蛋白尿は 0.9g//日に減少 し,浮瞳

も消失 した.

【症例3】23才,身性.パルス療法,PSL50mg/日

で初回治療.その後蛋白尿が増加し,抗 DNA 抗体の

増鉱 CH50の低 下鮎あり,MZRま50mgを使用 した

那,ネフ打-ゼ状態となり,入院.PSL を 60mg/日

に増量した,

【考察】hlZliL摘]作用も/レたく､I-)Sl.J抵抗性ハJt一･･一

ブス腎炎で積極的に使用すべきであるが,無効例もあり,

健周畳の検討が必要と考えられた,

2)下腿潰轟 を主訴に した結節性 多発動脈 衆の

且例

佐々木裏広 ･藤崎 景子

山本 綾子 (新潟大学皮膚科)

57歳,男.平成2年11月,両下肢に網状皮斑出現.辛



学 会 記 F‡.i

成3年6月より両下肢に看病佐渡轟出現し 血管造影をこ
て腎血管に病変を認め,全身性結節性動脈周関数と診断

した.

ⅠⅠ. 特 別 講 演

野原病の皮膚血管病変

北里大学医学部皮膚科教授

西 山 茂 夫 先生

第22回糖尿病談話 会

日 時 平成5年3月13日 (土)

午後2時30分より

会 場 イタリア軒

春日の間 5F

I.一 般 演 題

1)当院の糖尿病短期教育入院
-第10回を終ったところで-

毘苧教書貢院スタッフ (豊富詣 病院)

当院では随時,入院患者に対 して糖尿病教室を行なっ

てきたが,新たをこ平成2年11月から短期糖尿病教育入院

を開始した.目的は (∋ 短期間衆率約に教膏を行ない効

率よく学ぶ.② 正 しい糖尿病の知識を学び自己管理の

方法を体験する.期間は月曜から金曜迄の5日間.6人

を定員とし,年4回行なう.日程は講義を午前午後各 1

時間戦 塵食は会食象 最終日をこバイキソグ方式とした,

他をこ短日の運動と,ビデオの視聴.4日目に教育入院の

整理を兼ねて簡単なテストを実施 修了証を渡した.10

回の入院総数は56名.男性34名,女性22名.年代別では

60代が最も多かった,普よめ :① 目的意識が明確で,

期間も限られているため意欲的である.② 行動を共に

することで仲間意識を強め,体験談を通して意欲を高め

ら,(蔚 少人数は行動しやすく,又反応を見ながら指導

できる.塗)短期間で講義が集中するため,精神的疲労

が大きく,自己を振りかえるゆとりが持てない.

2)胃石を合併した糖尿病 1例

吉田 研･高木 轟
田中 直史 ･山田 杉
村 汝朝
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64才女性.柿その他の大豊摂取,消化管手術の既往な

L.十数年来の糖尿病があり,胸部心窟部痛で発症.多

発胃液鼻,2個の胃石を認めた, 1個は内祝鍵下に摘出

したが1個は十二指腸,ついで空腸に鱗頓,腺閉塞状態

となった.開腹手術をこて胃石を周芋破砕した.糖尿病性

神経症の合併があり,胃緋鯉遅延の直接的な証左は得ら

れなかったが胃石の発生のi要因となっていると考えら

れた.糖尿病性自律神経症の愚者は腎石の合併にも留意

する必要があると考えられた,

3)家族構成の適い に よ る 糖 尿 病食事指導の問

題点

岩原由美[･･渡辺 栄吉
梶井由美子 ･佐藤美代子
横山 和子 (宿楽園病院栄養科)

高沢 哲也 ･山野 草男 ( 同 内科)

<目的>一人暮らしや若い家族と同居する配偶者の無

い高齢 DM 鷹､著の食事療法に与える影響を検討した.

く対象>家族構成の明らかな DM 患者581人 (男305

女276)を対象とし,T.chol,HDL-C,T.G.,HbA且C,

肥満度を検討した.25才未満の独身者は除外した.<結

果と考察> 1.女性では,ひとり暮らしや配偶者は屠な

いで家族と同居する太が多く,男性は配偶者の屠る人が

圧倒的に多い.2.食事摂取時刻と食事回数は60才以上

では,ほとんどが定刻に3回摂っていた.3.ひとり暮

らしの入 :配偶者の屠る人と同様に甜才以上の男性では

HbAIcが良好であり,藤登も正常値の範囲内であった.

60才未満の男性では T.G｡,HbA且Cは高値であった.

女性では,60才以上の人は HbAk や肥満度は良好であ

るが,60才未満の人は逆に不良であった.配偶者のいる

入 :男性は T.choi.や HbAicは良好で配偶者の屠

ることによる好影響を受けていたが,身性では認められ

なかった.家族と同居の人絹0才未満の女性では HbAk

情が良好であったが60才以上では差がなかった.単身赴

任者 :HbAIcが有意に高く,食生活は乱れていると考

えられる.


